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１．一般国道１号島田金谷バイパスの事業概要 

（１）事業目的 

 一般国道１号島田金谷バイパスは、静岡県島田市野田から掛川市佐夜鹿に至る延長１０．４kmのバイパスであり、交通容量

の確保による交通渋滞の緩和、並行する県道等の交通円滑化を目的に計画された道路です。 

 国道１号島田金谷バイパスの大井川渡河部付近では、渋滞箇所が点在しており、通勤時間帯を中心に渋滞が発生すると共に、

並行する大井川渡河部においても混雑が発生しており、本事業は課題解決のために４車線化整備をすることで、島田市街地や

大井川渡河部の交通混雑の緩和、沿線地域における物流の効率化等への寄与を見込んでいます。 
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１．一般国道１号島田金谷バイパスの事業概要 

（２）計画概要 

 昭和５５年度に全線暫定２車線開通し、平成２４年度に島田金谷バイパス（静岡県島田市野田～掛川市佐夜鹿）は事業化して

います。 

事業名 一般国道１号 
島田金谷バイパス 

道路規格 第３種第１級 
設計速度 ８０ｋｍ／ｈ 
車線数 ４車線 

都市計画決定 昭和４５年度 
事業化 平成２４年度 

用地着手年度 平成２６年度 
工事着手年度 平成２６年度 

延長 １０.４ｋｍ 
全体事業費 ２４０億円 

Ｂ/Ｃ ５.６ 
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２）事業の投資効果 

①交通渋滞の緩和 
１）事業を巡る社会情勢等の変化 

●大井川渡河部付近（向谷ＩＣ～大代ＩＣ）では朝のピ－ク時を中心に速度低下

が著しく、慢性的な渋滞が発生。 
２）事業の投資効果 

○島田金谷バイパスの４車線整備により、野田ＩＣ~菊川ＩＣのピーク時の旅行

時間が約７～１０分の短縮が見込まれる。 

②大井川渡河部の交通容量確保 
１）事業を巡る社会情勢等の変化 

●大井川渡河部では国道１号島田金谷バイパスの新大井川橋及び並行する

大井川橋や島田大橋、谷口橋等の渡河部で容量が慢性的に不足し、混雑

度1.0を超過する渋滞が発生。 
２）事業の投資効果 

○島田金谷バイパスの４車線拡幅により、他の渡河部から島田金谷バイパス

への交通転換が図られ、大井川渡河部の渋滞緩和が図られる。 

【島田金谷バイパスの交通状況（旅行速度）】 

【島田金谷バイパス※の所要時間変化】 

【大井川渡河部の混雑度】 

１）事業を巡る社会情勢等の変化 

２.評価の視点（概要） 【事業の必要性等に関する視点】 

－ ３ － 
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２）事業の投資効果 
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１）事業の投資効果 

【島田金谷バイパス４車線化に伴う新東名高速道路島田金谷ＩＣの１５分圏域の変化】 

作成中 
現況値をＨ

28.2月民プロ
データにて更新 
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③高速道路のアクセス性向上による物流活動への支援 
１）事業を巡る社会情勢等の変化 

●島田金谷バイパスの速達性・定時性の欠如により、沿線立地企業のジャス

ト・イン・タイムの物流活動を担保できていない。 

２）事業の投資効果 

○島田金谷バイパスの４車線拡幅により、新東名高速道路島田金谷ICのアク

セス圏域が大幅に拡大し、高速道路利便性の向上が期待。 
○ジャスト・イン・タイムの物流形態を基本とする物流関連企業では、定時性

向上による企業活動の効率化が期待。 

④医療施設への救急搬送時間の短縮 
１）事業を巡る社会情勢等の変化 

●島田金谷バイパスの速達性・定時性の欠如により、救急医療活動を阻害。 

１）事業の投資効果 

○島田金谷バイパスの渋滞緩和に伴う、移動時間の短縮により、搬送時間

の短縮、安定が図られ、地域の医療サービスの向上が期待されます。 

２.評価の視点（概要） 【事業の必要性等に関する視点】 
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［島田市消防本部の声］ 

新大井川渡河部は、暫定２車線で幅員が狭いため渋滞時の緊急走行ができ
ない状況です。 

特に緊急性の高い重大事故が発生した場合には、搬送時間を短縮すること
により、救命率向上に寄与し、傷病者への負担軽減につながると考えます。 

【島田金谷バイパス４車線化に伴う島田市民病院（第２次救急医療施設）からの３０分圏域の変化】 
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人口カバー率
（島田市）

事業所カバー率
（島田市）

２４％

４８％ ４６％

２３％

菊川IC 

大代IC 

向谷IC 
旗指IC 

野田IC 島田金谷IC 

国道１号島田金谷バイパス 
延長10.4km 

森掛川IC 

吉田IC 

相良牧之原IC 

菊川IC 

掛川IC 

島田市民病院 
（第２次救急医療施設） 

1 

1 

1 

150 

473 

473 

牧之原市 

島田市 

藤枝市 

菊川市 

掛川市 

森町 

袋井市 

４車線化前 

４車線化後 

※平日民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（Ｈ28.2月）ピーク時平均旅行速度 

※平日民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（Ｈ28.2月）ピーク時平均旅行速度 



－ ５ － 

２.評価の視点（概要） 【事業の必要性等に関する視点】 

⑤ストック効果事例（島田市周辺市町が誇るお茶産業の円滑な輸送に寄与） 
■ 近年、緑茶の輸出が増加傾向にある中で、名古屋港及び清水港の取扱量が全体の約5割を占めており、島田金谷バイパスの４車線化に伴う速達

性・定時制の確保、周辺路線の混雑緩和が、生産拠点や島田市中心部に立地する製茶工場、輸出港湾間の物流活動の円滑化に寄与。 
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 大井川JAと総合商社がロシア向けに
共同開発した「生静岡茶」を輸出 

 ロシア向けに輸出する「生静岡茶」は、
大井川JAおよび袋井市の遠州中央
JAの茶葉を原料 

国道１号・新東名・東名を利用 島田金谷ＢＰや周辺路線を利用 

⇒島田金谷バイパス４車線化による速達性の向上、周辺路線の円
滑化が『生産拠点⇒工場⇒港湾』の物流活動の円滑化に寄与 

■緑茶の産出額と輸出量の推移 ■主要港湾における緑茶輸出量（H26） ■国道１号島田金谷バイパス４車線化による緑茶の海外輸出への貢献 

日本最大の産出地域である島田市周辺
から名古屋港・清水港へ輸送 

出典：貿易統計より ■市町村別荒茶の生産量及び“お茶の輸出”を支える道路ネットワークの拡充 
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（牧之原市・掛川市・島田
市等）⇔重要港湾を結ぶ 

国道１号島田金谷バイ
パス沿線には日本を代表
する製茶工場が立地 

島田金谷バイパス 

約５割 
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３．事業の進捗及び見込みの視点 

５．対応方針（原案） 
 ■一般国道１号島田金谷バイパスの事業を継続する。 

４．県・政令市への意見聴取結果 
■静岡県の意見 
 本事業は、県内の東西交通を担う国道1号において、朝夕に慢性的な交通渋滞が発生している島田市野田から掛川市佐夜鹿までの間の4車線化 
により、島田市街地と大井川渡河部の交通混雑の緩和や、沿線地域における物流の効率化を図るものであり、本県にとって重要な事業です。 
 引き続き、早期の効果発現に向け事業を推進するとともに、更なるコスト縮減が図られるよう併せてお願いします。 
 また、各年度の事業実施に当たっては、引き続き本県と十分な調整をお願いします。 
 

１）事業の進捗状況 
 ■事業進捗率は６％、用地取得率は３５％に至っています。（平成２７年度末） 
  
２）事業の進捗の見込みの視点 
 ■平成２４年度より、４車線化に着手しており、早期開通に向けて、用地買収及び工事を推進します。 
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